
うしピータンメモ

【Ｒ６報告（R６.１～12）】

≪中札内村データ≫

①乳を搾る牛の頭数
4,080 頭

（村内の人口よりもちょっと多い！）

②生乳の総生産量
45,285 ｔ（トン）

（１頭あたりの乳量に換算（②÷①）…およそ11ｔ/年 ⇒ 30㎏/日）
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【冬の大規模草地育成牧場って？】

むらの牧場通信 vol.02 (2025.3)

生後３日から初妊牛まで
飼養しています。

うしピータン

農事組合法人カーフゲート
代表理事組合長 森 淑嗣

むらの牧場通信【豆知識 村内の生乳の粗生産高って知ってる？】
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『令和６年度中札内村農業粗生産高』より

村の公共牧場は１年を通して、牛
を預かっているよ。

毎年、秋が近づくと放牧地で過ご
していた牛たちが一斉に南札内
（ピョウタンの滝の方）にある牛舎
へお引越しするよ。暖かくなって、
放牧地で牧草が食べられるようにな
るまでの期間（秋～翌春）は牛舎の
中で暮らしているんだ～。

乳牛（白黒カラーで定番のホルス
タイン種など）の祖先は冬国育ち
だったので暑さに弱いけど寒さには
強い！

冬もスタッフさんに毎日欠かさず、
エサやりや繁殖管理・健康管理をし
てもらい、すくすくと成長するよ！

今号（第２号）は大規模草地育成牧場のお財布事情について深堀りするよ！

そせいさんだか

牛１頭あたりの全国平均年乳量（９ｔ弱※）と比較しても、
村内の牛さんたちはスゴい生産能力をもっている！

※政府統計 令和５年牛乳乳製品統計『経産牛１頭当たり搾乳量』より

毎日たくさんの生乳を、
生乳専用の運搬車（ミルクローリー）で８～10台分、

酪農家から音更町の乳業工場へ運んでいる！

× 14,000本分

× 30本分

もぐもぐタイム（南札内の牛舎）

生乳の粗生産高 合計 55.7億円
（※粗生産高≒農畜産物等生産量×販売価格）

生乳だけで中札内村農業粗生産高全体の

約3分の１を占めているよ！

牛乳パックでイメージすると・・・

むらの酪農家さんが牛の品種改良、
牛舎作業や乳搾りに集中できるよう
効率化のための作業受託などに取り組んで
積み重ねてきた歴史があるんだ～！

村の育成牧場もその歴史の
一部として貢献してるんだね！

牛１頭 牛乳１Lパック…約１㎏

ミルクローリー１台

約１㎏

畜大生（河野先生のゼミ）の皆さんにも
取材協力してもらったよ！

育成牧場を利用している酪農家さんでもあり
牛さんの保育園と学校を管理している代表に
コメントをお願いしたよ！

畜産
（乳牛など販売）

3%

村の公式HPだとカラー紙面で見れるよ！
バックナンバーもこちら！

日頃より大変お世話になっております。農事組合法人カーフゲート代表の森淑嗣です。
このような場を設けていただき、心より感謝申し上げます。

中札内村は、乳量において1戸あたりの生産量が全国トップクラスです。大規模法人
も存在しますが、大多数は家族経営です。このような成績を収めることができたのは、
中札内村が外部委託化の先駆けとなり、草地の管理や牛の
育成などの業務の一部を外注することで、労働力の軽減を
図り、規模の拡大・維持を実現している地域だからです。
そのため、育成牧場は酪農経営を維持するために重要な役
割を担っています。

農事組合法人カーフゲートが指定管理を受けてからは、
植生の改良を行い、牧草の収穫量を増やした結果、今年度
（令和6年度）には販売につなげることができました。牛
という生き物を扱うため、365日休みのない牧場を運営す
るために、職員を増やしつつ、福利厚生にも配慮して取り
組んできました。

近年では光熱費やエサ代などが値上がりし、経営を圧迫
しておりますが、今後新しい牛舎が建設されることで飼養
可能頭数が増えますので、良質な牛づくりを継続し、村内
だけでなく村外からも牛を預かり、収入を上げていきたい
と考えています。



牛を育てるのにかかる費用
◇肥料費

良いエサを収穫するには
畑に栄養（肥料）をあげねば！

◇飼料費
収穫した牧草だけでは足りない分の草や
カラダを大きくするのには
エネルギー源（コーンなどの穀類）も必要だよ！

◇獣医診療・医薬品費
病気にかからないようにするワクチンや
虫よけのお薬などを購入しているよ

◇敷料・種苗費
牛のベッドである麦稈（麦わら、敷料）や
牧草やデントコーンの種（種苗）などを購入しているよ

支
出

収
入

E. 酪農振興支援
32％

C. 捕獲手数料
1％

A. 舎飼料
59％

B. 放牧料
6％

D. その他収入
2％

X. 飼養費
37％

Y. 管理費
・事務費
28％

Z. 運営費
35％

A. 舎飼料

B. 放牧料

C. 捕獲手数料

D. その他収入

E. 酪農振興支援（村からの支援）

公共牧場は農地保全・酪農振興の役割も担っていて、
運営に必要な費用の一部を村から補助しているよ

※E＝支出総額（X＋Y＋Z）－収入（A＋B＋C＋D）

預けている酪農家からいただく収入③
牧場内で人工授精するために、
牛をつかまえる（捕獲する）料金をもらっているよ

預けている酪農家からいただく収入①
冬季期間中など南札内の牛舎に預けるのに
村内の酪農家から
牛１頭当たり１日580円をもらっているよ

預けている酪農家からいただく収入②
夏季期間中、放牧地で預けるのに
村内の酪農家から
牛１頭当たり１日255円をもらっているよ

運営している中で得られる収入
例えば、牧草を販売して得られる収入などがあるよ

牧場の管理にかかる費用
◇水道光熱費

ショベルなどの機械の燃料代や
牧場の水道・電気代などがあるよ

◇修理費
管理している機械や牛舎を
メンテナンスしているよ

◇牧場の管理・
事務にかかる諸費用
牛を管理しているシステムの料金のほか
求人広告や電話料金などがあるよ

◇草地の管理にかかる費用
広大な土地の牧草やデントコーンの収穫などは
天候や時間などタイミングが重要！
運搬や収穫などの作業を外部にもお願いしているよ

運営にかかる費用
◇人件費

牧場で働いているスタッフさんたちのお給料などがあるよ

◇その他の運営費
運営するのにかかる諸費用や消費税を払っているよ

X. 飼養費

Y. 管理費・事務費

Z. 運営費

今年度（R６）の注目ポイント！

・物価高騰などによる
エサ・肥料・光熱燃油等各種費用が増加…

・数年前から雑草だらけの牧草地を
少しずつ改良して、
いっぱい牧草を採れるように！

☆前まで購入していたエサ代が
少なくなり（経費削減）、
いろいろな工夫や努力で増やした分の
牧草を販売（収入UP）しているよ！

≪経営を良くするために
がんばってるよ！≫

スタッフ
阿部さん ・ 福島さん

育成牧場では新旧さまざまな機械を操作してるんだって～
機械の扱い方に気をつけたり、日々のメンテナンスをして機械や施設がこわれ
たり、作業中に牛がケガをしないよう意識して仕事をしてくれているよ！

スタッフさんに取材したよ！

【ぴーたんレポート】

牧草にコーンを
まぜこんだ
牧場めし！

ショベルで
牛舎のお掃除！

20年以上前のショベルなどの
機械も大事に使っているよ


